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　小田深山は、県立四国カルスト自然公園内に位置
し、20種類以上の紅葉で彩られる渓谷です。川沿い
には1.5kmの遊歩道があり、龍が住むと伝わる安

あ

芸
き

貞
さだ

渕
ぶち

や、せせらぎと風が心地良い広葉樹のドーム五
ご

色
しき

河
が

原
わら

など自然が楽しめるスポットです。
　また、渓谷内にある深山荘では、「アメノウオノの
土手焼き」や「たらいうどん」など山の味が楽しめ
ます。紅葉の時期、小田深山に是非お越し下さい。
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　県内町長は、8月24日に上島町に集い、「上島町ゆめ
しま海道」をサイクリングした。
　これは、県内各町が一致団結してサイクリング客を誘
致し、地域の振興を図ろうと計画したもの。
　先の会報（№63）に掲載したとおり、おそろいのサイ
クリングウエアを新調したことに伴い、そのお披露目を
兼ねて行われた。
　当日は、生名島の立石港に集合。
　天候に恵まれ各町長は、立石港を出発して生名橋や弓
削大橋の眺めを楽しみながら、ゆめしま海道を疾走した。
　10月26日に瀬戸内しまなみ海道などで開かれる国際
サイクリング大会も、揃ってこのウエアを着て出場する
ことになっている。

県下町長 上島町「ゆめしま海道」をサイクリング！
国際サイクリング大会に向け

「上島町サイクリング」日程表
〔平成26年８月24日（日）　於 上島町〕

愛媛県町村会

時間・場所 等 行　　　　事　　　　等

13：00
生名島
　立石港 集合

　立石港務所　サイクルオアシス

13：00
↓
↓

13：30

　約30分間

①サイクルジャージ披露および打合せ
　　着替え・記念写真撮影
②サイクリングに伴うコース・留意事項の説明
　　上島町　消防職員　澤村　氏

13：40
↓
↓
↓

15：00

　約１時間20分

上島町サイクリングコース
立石港務所→生名橋記念公園（休憩）
→生名橋→弓削大橋→弓削港務所（休憩）→
上弓削港（休憩・潮湯）折返し→弓削港→フェ
スパ着　※約14㎞
　※潮湯で施設説明

15：00
↓

15：30
　約30分間

インランド・シー・リゾートフェスパ
　入浴・シャワー「満天の湯」

15：30
↓
↓
↓
↓

17：00

意見交換会

　約１時間30分

解　散

インランド・シー・リゾートフェスパ
　上島町弓削日比287
　　ＴＥＬ0897－77－2200
　レストランテラスでバーベキュー
　帰路：フェスパ→立石港→土生港→
　　　　しまなみ海道で各町へ
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四
国
四
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議
が
、

8
月
25
日
高
松
市
の「
香
川
県
自
治
会
館
」

で
開
催
さ
れ
、
各
県
事
務
局
長
や
担
当
者

が
出
席
。「
四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大

会
」
の
開
催
要
綱
等
を
別
掲
の
と
お
り
決

定
し
た
。

　

首
長
と
議
会
は
二
元
代
表
制
の
仕
組
み

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
町
村
会
と

議
長
会
の
要
望
事
項
に
は
若
干
の
差
異
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
は

町
村
行
政
の
進
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
で

あ
り
、
例
え
ば
町
村
財
政
の
充
実
強
化
や

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
向
け
て

四
国
四
県
町
村
会
・
議
長
会
事
務
局
長
会
議

　
8
／
25
　
高
松
市
で
開
催

地
方
分
権
の
進
展
、
さ
ら
に
道
路
網
の
整

備
促
進
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
共
通
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
四
国
57
の
町
村

長
と
議
長
が
一
堂
に
会
し
て
、
立
場
を
超

え
て
共
闘
し
よ
う
。
そ
し
て
、
四
国
の
魅

力
を
内
外
に
広
く
発
信
・
ア
ピ
ー
ル
し
よ

う
と
す
る
狙
い
で
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
。

　

な
お
、
大
会
は
10
月
8
日
㈬
午
後
2
時

か
ら
徳
島
市
の
「
徳
島
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ
オ

ホ
テ
ル
」
で
、
別
記
の
大
会
要
綱
の
と
お

り
開
催
さ
れ
る
。

平成26年度四国四県町村長・議長大会開催要綱
　
₁　名　　称　　四国四県町村長・議長大会
₂　目　　的　　四国の57の町村長・議長が一堂に会し、議会と執行部

の立場を超えて「元気溢れる地域をつくる」との強い
信念のもと、町村の抱える重要課題について研修・意
見交換・審議し、その実現のためお互いに連携を密に
しながら、総力を結集して行動し、多様で個性豊かな
町村自治の振興と住民福祉の向上を期する。

₃　主　　催　　四国四県町村会
　　　　　　　　四国四県町村議会議長会
₄　日　　程　　平成26年10月８日（水）
　　　　　　　　⑴　大　　会　　14時00分～15時25分
　　　　　　　　⑵　記念講演　　15時40分～17時10分
　　　　　　　　　　　演題：『四国遍路と世界文化遺産』
　　　　　　　　　　　講師：四国大学文学部教授
　　　　　　　　　　　　　　四国霊場第４番札所大日寺住職
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真　鍋　俊　照　氏
　　　　　　　　⑶　意見交換会　17時30分～
₅　開催場所　　徳島グランヴィリオホテル
　　　　　　　　　　徳島市万代町3⊖5⊖1  ℡088⊖624⊖1111
　　　　　　　　○大　　　会：１階「サファイア」
　　　　　　　　○意見交換会：１階「ダイヤモンド」
₆　出 席 者　　四国四県町村長全員
　　　　　　　　四国四県町村議会議長全員
₇　審議事項　　・提案議題　　・決　議
₈　大会次第　　⑴　開会のことば　　⑵　国歌斉唱　　⑶　あいさつ
　　　　　　　　⑷　宣　言
　　　　　　　　⑸　来賓祝辞
　　　　　　　　　　　徳島県知事、徳島県議会議長、全国町村会長、
　　　　　　　　　　　全国町村議会議長会長
　　　　　　　　⑹　議長選出　　⑺　議　事　提案議題審議
　　　　　　　　⑻　決　議　　　⑼　実行運動方法協議
　　　　　　　　⑽　閉会のことば
₉　意見交換会　⑴　開　会　　⑵　あいさつ　　⑶　乾　杯
　　　　　　　　⑷　懇　談　　⑸　万歳三唱（ガンバローコール）
　　　　　　　　⑹　閉　会

　

第
1
7
1
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
会
長
会
が
、
愛
媛
県
当
番
に
よ
り
、
8

月
28
日
松
山
市
の
「
え
ひ
め
共
済
会
館
」

で
、
四
国
4
県
の
会
長
及
び
事
務
局
長
が

出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
地
元
愛
媛
県
の
関
本
会

長
及
び
四
国
地
区
会
長
の
村
田
高
知
県
会

長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
規
約
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
関
本
愛
媛
県
会
長
が

議
長
席
に
着
い
て
、「
議
事
」
に
入
っ
た
。

　

ま
ず
、
会
議
録
署
名
人
に
次
期
開
催
県

議
長
全
国
大
会
に

﹁
本
四
連
絡
道
路
の
通
行
料
金
等
﹂を
要
望

四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会

の
蓬
香
川
県
会
長
を
指
名
し
た
後
、
次
の

と
お
り
議
事
が
進
め
ら
れ
た
。

　
　
　
　

議　
　

事

1　

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
つ

い
て

　
　

川
長
徳
島
県
事
務
局
長
か
ら
説
明
が

あ
り
、
協
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

決
定
し
た
。

2　

第
58
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会
に

提
出
す
る
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

の
要
望
事
項
に
つ
い
て

　
　

田
中
高
知
県
事
務
局
長
か
ら
説
明
が

あ
り
、
協
議
の
結
果
、
原
案
の
と
お
り

決
定
し
た
。

3　

第
55
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長
会

研
修
会
に
つ
い
て

　
　

田
中
高
知
県
事
務
局
長
か
ら
25
年
度

の
研
修
会
の
開
催
概
要
及
び
そ
の
持
ち

方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結

果
、
原
案
ど
お
り
開
催
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

4　

次
期
四
国
地
区
会
長
会
の
開
催
に
つ

い
て

　
　

次
回
は
、
香
川
県
で
開
催
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。
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本県の市町の基準財政需要額その他
　本県の市町の平成26年度基準財政需要額、基準財政収入額、普通交付税決定額及び財政力指数・
標準税収額等は次のとおり。

財 政 力 指 数 ・ 標 準 税 収 入 額 等

区　　分

団 体 名

財　　　政　　　力　　　指　　　数
平 成 26 年 度
標準税収入額等24　年　度 25　年　度 26　年　度 ３ヵ年平均

（24～26）

松 山 市 0.697 0.713 0.727 0.712 74,156,348

今 治 市 0.571 0.560 0.605 0.579 25,429,574

宇 和 島 市 0.336 0.331 0.331 0.333 9,043,083

八 幡 浜 市 0.349 0.343 0.349 0.347 4,154,404

新 居 浜 市 0.744 0.750 0.746 0.747 19,451,288

西 条 市 0.711 0.717 0.718 0.715 17,694,971

大 洲 市 0.342 0.350 0.357 0.350 5,504,595

伊 予 市 0.419 0.424 0.427 0.423 4,400,931

四 国 中 央 市 0.814 0.797 0.795 0.802 16,228,629

西 予 市 0.243 0.245 0.242 0.243 3,888,017

東 温 市 0.499 0.503 0.507 0.503 4,444,813

市　　　　　計 184,396,653

上 島 町 0.210 0.185 0.198 0.198 810,766

久 万 高 原 町 0.175 0.173 0.173 0.174 1,103,555

松 前 町 0.717 0.731 0.738 0.729 4,590,054

砥 部 町 0.457 0.453 0.449 0.453 2,415,877

内 子 町 0.257 0.262 0.264 0.261 1,824,537

伊 方 町 0.538 0.507 0.521 0.522 2,808,468

松 野 町 0.149 0.152 0.159 0.153 364,086

鬼 北 町 0.205 0.212 0.212 0.210 1,073,652

愛 南 町 0.228 0.230 0.229 0.229 2,254,757

町　　　　　計 17,245,752

県　　　　　計 201,642,405



　（5）　平成26年８月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 65 号　

区　　分

団 体 名
基準財政需要額 基準財政収入額 財 源 不 足 額 普通交付税決定額

臨時財政対策債
発 行 可 能 額

松 山 市 79,778,488 56,937,952 22,840,536 22,777,315 8,814,524

今 治 市 39,002,942 19,550,028 19,452,914 19,422,008 3,234,760

宇 和 島 市 22,936,253 6,978,091 15,958,162 15,939,987 1,618,860

八 幡 浜 市 9,790,831 3,209,512 6,581,319 6,573,560 681,769

新 居 浜 市 20,379,838 14,978,162 5,401,676 5,385,526 2,426,168

西 条 市 21,205,757 13,639,801 7,565,956 7,549,152 2,137,234

大 洲 市 13,512,103 4,314,993 9,197,110 9,186,403 931,794

伊 予 市 9,173,776 3,387,326 5,786,450 5,779,180 712,342

四 国 中 央 市 17,646,929 12,485,288 5,161,641 5,147,657 2,034,674

西 予 市 14,949,968 3,058,072 11,891,896 11,880,050 895,553

東 温 市 7,393,794 3,434,695 3,959,099 3,953,240 617,625

市　　　　　計 255,770,679 141,973,920 113,796,759 113,594,078 24,105,303

上 島 町 3,831,154 632,719 3,198,435 3,195,398 221,898

久 万 高 原 町 6,063,784 860,958 5,202,826 5,198,020 337,229

松 前 町 4,796,275 3,539,171 1,257,104 1,253,303 594,330

砥 部 町 4,463,583 1,881,856 2,581,727 2,578,190 378,388

内 子 町 6,396,816 1,431,377 4,965,439 4,960,370 384,743

伊 方 町 4,995,141 2,175,731 2,819,410 2,815,452 409,964

松 野 町 1,831,011 290,324 1,540,687 1,539,236 100,650

鬼 北 町 4,324,597 843,564 3,481,033 3,477,606 251,959

愛 南 町 9,473,679 1,764,217 7,709,462 7,701,954 549,417

町　　　　　計 46,176,040 13,419,917 32,756,123 32,719,529 3,228,578

県　　　　　計 301,946,719 155,393,837 146,552,882 146,313,607 27,333,881

（注）１　基準財政需要額及び基準財政収入額は、錯誤措置後のものである。
　　　２　26年度の調整率は、0.000792444である。

普　　通　　交　　付　　税
（単位：千円）
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総合事務組合だより

消 防
（単位：円）

（単位：円）
交 通 災 害

（単位：円）

退 職 手 当
（単位：円）

議員公務災害

（単位：円） （単位：円）【基金積立金会計】 【翌年度繰越金内訳】

（歳入） （歳出） （単位：円）（単位：円）

1 1
1 1
2 2
3 1
4 2
5 3

2 4
1 3

3 1
1 2
2 3

4 4
1 5

5 4
1 1

6 5
1 1

7 6
1 1
2
3

消防事業費
交通災害事業費

款

歳 出 合 計
予備費

基金積立金

金 額

議会費

監査委員費

議員連合会支出金

予備費

総務費
総務管理費

事業費

諸支出金

議会費

歳 入 合 計

消防基金
等支出金

諸収入

基金繰入金

雑入

預金利子
団体支出金

繰越金

公務災害負担金

款
金 額

項

繰入金

繰越金

財産運用収入

会館使用料

消防基金支出金

項
負担金

使用料

自治会館負担金
認定委員会費
審査会費

交通災害共済掛金

退職手当負担金
消防負担金

退職手当事業費

積 立 金 種 別 金 額

公債費

自治会館事業費
議員公務災害事業費

積 立 金 種 別
退職手当繰越金

財産収入

公債費

退職手当基金積立金
消防賞じゅつ金等基金積立金
交通災害見舞金基金積立金
会館財政調整基金積立金 自治会館繰越金

金 額

消防繰越金
交通災害繰越金

災害報償費

公務災害繰越金
合 計合 計

議員公務災害補償基金積立金

災害見舞金
種 別 人 数 金 額

障害・遺族補償年金
従事者災害補償費
退職報償金

その他退職
定年退職
勧奨退職
普通退職

金 額
特別職

人 数種 別

一般職

団員災害補償費

合 計

種 別 人 数 金 額

合 計

種 別 人 数 金 額

16,000
0

0

4,987,220,000
4,987,220,000

511,607,116
33,053,247
5,056,242

746,719,893

　平成２６年第２回愛媛県市町総合事務組合議会定例会は８月７日に開催され、平成２５年度決算など２議案

を上程し、いずれも承認又は原案のとおり可決された。決算の概要は、次のとおり。

【平成２５年度　愛媛県市町総合事務組合一般会計歳入歳出決算】

0

64,159

4,943,135,436

11,040,505,483

53,802,956

3,600,000,000

5,510,558

966,004
47,326,394

3,600,000,000

45,480

225,201,453

6,396,825,643

50,364,500

64,159
94,500,842
94,471,342

5,493,182,349
3,600,000

6,033,874,761
304,257,982

13,5008,050,000

225,155,973

278,400

3,600,000

330,308
0
0

453,440,414

746,719,893

10,574,967,350

14,355,538
14,355,538

4,271,007,000
161,054,000
172,863,000
97,686,000 3,072,776

2,400,502
4,086,881

【平成２５年度　各事業における支払の状況】

2,537,560
465,538,1334,707,791,000

5,181,000

286 28,095,000

77
32

588,545,027
72,609,8408

748,627,173
3,339,972,014
188,448,601

4,938,202,655

(286名)

1,054,176

1 14,072
4

165
12
294計

217,761,000561

6,328,725
15

1 45,480

581 225,157,973
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広
田
地
区
は
、
古
く
か
ら
自
然
薯
の
自

生
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
お

よ
そ
20
年
前
か
ら
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

自
然
薯
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊

富
で
滋
養
強
壮
や
老
化
防
止
に
効
く
と
い

わ
れ
ま
す
。

　

自
然
薯
は
と
ろ
ろ
汁
に
し
て
食
べ
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
天
ぷ
ら
、
鉄
板
焼
き
な
ど

に
し
て
も
お
い
し
く
い
た
だ
け
ま
す
。

　

12
月
7
日
㈰
10
時
〜
、
道
の
駅
「
峡
の

館
」
で
「
じ
ね
ん
じ
ょ
ま
つ
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

一
粒
一
粒
丁
寧
に
摘
み
取
ら
れ
る
「
七

折
小
梅
」
は
、
種
が
小
さ
く
果
肉
が
多
く
、

柔
ら
か
い
こ
と
、
酸
っ
ぱ
さ
が
少
な
く
香

り
が
い
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

収
穫
さ
れ
た
「
七
折
小
梅
」
は
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
が
梅
干
に
な
り
ま
す
。
食
事
の

お
供
、
焼
酎
の
お
湯
割
り
な
ど
に
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

◉
七
折
小
梅

◉
自
然
薯（
じ
ね
ん
じ
ょ
）

︻
お
問
い
合
わ
せ
︼

　

砥
部
町
産
業
振
興
課
農
業
振
興
係

　
　
　
　
　

☎
0
8
9︵
９
６
2
︶５
６
６
７

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

砥
部
町

　

梅
干
以
外
に
も
、 「
七
折
小
梅
」
を
使
っ

た
新
し
い
商
品
と
し
て
、
梅
ジ
ャ
ム
、
梅

シ
ロ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す
。
甘
酸
っ
ぱ
い
梅

ジ
ャ
ム
を
パ
ン
に
ぬ
っ
て
食
べ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
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8
月
の
会
と
催
し

▽
3
日
＝
第
72
回
国
民
体
育
大
会
愛
媛
県

準
備
委
員
会
第
9
回
総
会
、
同
記
念
イ

ベ
ン
ト

▽
7
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
会

計
監
査
、
同
組
合
議
会
定
例
会

▽
8
日
＝
平
成
26
年
度
公
務
災
害
防
止
対

策
セ
ミ
ナ
ー

▽
12
日
＝
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

▽
15
日
＝
愛
媛
県
戦
没
者
追
悼
式

▽
18
日
＝
愛
媛
県
農
業
会
議
第
1
0
0
回

通
常
総
会

▽
19
日
＝
「
農
地
制
度
の
あ
り
方
に
関
す

る
提
言
」
要
請
活
動

▽
21
日
＝
え
ひ
め
国
体
選
手
及
び
指
導
者

確
保
推
進
班
会
議

▽
22
日
＝
愛
媛
県
農
業
共
済
組
合
等
1
組

合
化
推
進
協
議
会

▽
24
日
＝
上
島
町
サ
イ
ク
リ
ン
グ

▽
25
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会

議
長
会
合
同
事
務
局
長
会
議
、
行
革
甲

子
園
2
0
1
4

▽
28
日
＝
第
1
7
1
回
四
国
地
区
町
村
議

会
議
長
会
会
長
会

▽
29
日
＝
消
防
団
を
中
心
と
し
た
地
域
防

災
力
充
実
強
化
大
会
、「
与
党
税
制
協
議

会
」
軽
減
税
率
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
平
成
26

年
度
第
2
回
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

定
例
会

　　
　

沈
没
前
の
備
え

　

今
年
の
8
月
は
、
昨
年
の
よ
う
な
猛
暑

の
月
か
ら
雨
の
月
と
な
っ
た
。
水
不
足
の

心
配
が
皆
無
で
あ
っ
た
事
が
、
唯
一
の
メ

リ
ッ
ト
…
。
数
日
毎
の
降
雨
は
、
夏
野
菜

へ
の
水
や
り
が
不
要
で
あ
っ
た
が
、
生
育

は
日
照
不
足
で
禍
と
な
っ
た
。『
雨
も
無
け

れ
ば
困
る
。
さ
れ
ど
過
ぎ
た
る
は
及
ば
ざ

る
が
如
し
。』
の
8
月
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
今
夏
の
降
雨
量
は
、
大

方
の
地
域
が
観
測
史
上
初
め
て
の
局
地
へ

の
記
録
的
な
も
の
で
、
年
間
雨
量
の
大
半

を
一
時
に
降
ら
し
た
。
自
然
の
為
せ
る
力

の
一
言
に
尽
き
る
…
。

　

た
め
に
広
島
市
の
土
砂
災
害
は
、
極
め

て
深
刻
な
結
果
と
な
っ
た
（
合
掌
）。

　

こ
の
度
、
日
本
海
側
の
地
震
発
生
に
よ

る
津
波
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
た
。そ
の
想
定

で
は
、避
難
に
要
す
る
時
間
の
短
さ
に
戸
惑

い
を
隠
せ
な
い
。発
生
の
情
報
か
ら
約
1
分

で
成
人
が
躊
躇
せ
ず
行
動
し
た
と
し
て
、ど

の
程
度
避
難
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
、

高
齢
者
、
子
ど
も
ら
弱
者
は
避
難
所
要
時

間
の
枠
外
・
論
外
者
に
な
り
か
ね
な
い
…
。

　

9
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
で
あ
る
が
、

地
震
活
動
期
に
入
っ
た
と
い
わ
れ
る
地
球
、

特
に
、
日
本
列
島
は
“
常
に
危
険
警
戒
区

域
”
で
あ
る
。現
下
の
科
学
能
力
で
は
、地

震
予
知
は
出
来
な
い
。
場
所
を
選
ば
ず
思

う
が
ま
ま
の
降
雨
・
量
、
雷
、
台
風
、
竜

巻
な
ど
こ
れ
ら
自
然
異
常
に
事
前
の
対
処

は
不
可
能
…
。
か
弱
い
人
間
は
、
為
す
が

ま
ま
で
翻
ろ
う
状
態
に
位
置
す
る
の
か
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
目
前
？
そ
の

備
え
は
、ま
ず
身
近
な
家
具
の
固
定
、耐
震

診
断
と
耐
震
工
事
、
水
な
ど
食
料
7
日
分

の
保
存
等
。
津
波
は
、
強
い
揺
れ
を
感
じ

た
時
、
即
座
に
逃
げ
る
。
要
は
常
に
防
災

意
識
を
持
つ
し
か
な
い
よ
う
で
あ
る
。
今

は
、
地
震
研
究
の
進
化
を
願
う
の
み
。

　

局
地
的
豪
雨
へ
の
予
報
は
、
気
象
庁
で

区
域
毎
の
詳
細
な
予
報
が
確
立
さ
れ
、
そ

れ
な
り
の
対
応
を
す
れ
ば
、
一
寸
し
た
待

ち
時
間
は
出
来
る
。
台
風
、
竜
巻
、
雷
ら

も
そ
れ
な
り
に
先
々
の
身
の
構
え
が
出
来

る
は
ず
。

　

山
津
波
、
土
砂
災
害
に
際
し
、
避
難
指

示
の
遅
い
早
い
の
意
見
が
あ
る
が
、
当
該

地
域
の
住
居
環
境
を
地
域
住
民
が
、
自
分

の
事
と
し
て
、
事
前
に
十
分
知
っ
て
お
く

事
が
大
事
で
あ
る
。
ま
た
、
一
方
、
行
政

関
係
は
当
該
地
域
の
環
境
、土
地
の
性
格
・

歴
史
等
を
掌
握
し
、
事
前
に
公
表
周
知
し

な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　

災
害
へ
の
対
応
は
、
ま
ず
情
報
伝
達
網

の
確
立
で
あ
る
。
正
確
で
素
早
い“
情
報
伝

達
。
次
が
自
助
”
で
あ
る
。
共
助
、
公
助
は

後
に
続
く
も
の
と
思
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
て
、
来
年
度
の
一
般
会
計
の
概
算
要

求
額
は
1
0
1
兆
7
千
億
円
。
人
口
減
少

維
持
に
拘
わ
ら
ず
、
ス
リ
ム
な
少
数
精
鋭

も
一
つ
の
道
。
一
般
、
特
別
会
計
と
も
に

借
金
財
政
の
つ
け
を
意
識
、
徹
底
し
た
取

捨
選
択
で
歳
出
カ
ッ
ト
の
断
行
を
。
一
方
、

事
前
の
備
え
で
あ
る
地
域
活
性
化
と
防
災

対
策
予
算
は
、
列
島
沈
没
に
な
ら
な
い
た

め
の
順
位
1
位
に
…
。

�

（
Ｔ
）

 

「
時
間
が
、
軽
減
し　

ま
た
や
わ
ら
げ
て

　

く
れ
ぬ
よ
う
な
悲
し
み
は　

ひ
と
つ
も

　

な
い
」

�

　
　
（
キ
ケ
ロ　

ロ
ー
マ
の
政
治
家
）

一

筆

編
集
後
記

　

今
年
も
「
終
戦
の
日
」
を
迎
え
ま
し
た
。

振
り
返
れ
ば
69
回
目
。戦
後
、戦
後
と
い
い

な
が
ら
、
来
年
で
70
年
を
迎
え
る
ん
で
す

ね
。
こ
の
と
こ
ろ
、
不
安
定
な
内
外
情
勢

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
先

の
大
戦
の
戦
没
者
を
静
か
に
追
悼
し
、
ま

た
、
平
和
と
不
戦
の
誓
い
を
新
た
に
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。◇

　

夏
は
暑
い
に
決
ま
っ
て
い
る
と
言
い
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
年
は
ち
ょ
っ
と
変

で
し
た
。
蝉
し
ぐ
れ
も
あ
ま
り
聞
か
な

か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

報
道
に
よ
れ
ば
、
西
日
本
を
襲
っ
た
8

月
の
豪
雨
や
日
照
時
間
の
少
な
さ
は
30
年

に
一
度
の
異
常
気
象
だ
っ
た
か
ら
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
お
天
道
様
は
何
を
お
怒
り

に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

◇

　

こ
う
し
た
天
候
の
も
と
、
先
日
の
広
島

市
で
の
土
砂
災
害
で
は
、
つ
ぼ
み
の
よ
う

な
幼
い
命
を
は
じ
め
、
多
く
の
犠
牲
者
が

で
ま
し
た
。
い
た
ま
し
い
限
り
で
す
。

　

自
然
災
害
を
防
ぐ
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
、
私
た
ち
は
真
剣
に
向
き

合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◇

　

も
う
す
ぐ
夏
が
終
わ
り
ま
す
。
夏
の
終

わ
り
と
か
海
辺
の
砂
浜
な
ど
と
聞
く
と
、

な
ぜ
か
感
傷
的
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
急
に
海
が
見
た
く
な
っ
た

僕
は
、
旧
双
海
町
の
「
日
本
一
海
に
近
い

駅
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
駅
舎
・
ホ
ー

ム
・
目
の
前
に
大
き
く
広
が
る
海
・
沈
む

夕
日
。
ど
れ
も
こ
れ
も
味
わ
い
が
あ
っ
て

美
し
く
、
う
れ
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
台
風
一
過
の
こ
ろ
だ
っ
た
の

で
、
海
に
は
白
波
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

よ
～
し
、
今
夜
は
白
波
を
呑
む
と
す
る
か
。

あ
の
き
れ
い
な
景
色
を
思
い
浮
か
べ
な
が

ら
。
海
は
広
い
な
大
き
い
な
。


